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堀　いやあ、遂にできましたねえ、「日立のデ
ータベース」の冊子！

吉村　できましたねえ……って、なんかこの
冊子、怪しくないですか？　ぱっと見からし
て、既に「日立」や「データベース」のイメー
ジから大きくかけ離れてるような。

石川　この怪しさがいいじゃないですか！　
そもそもこの冊子は、翔泳社のWebサイト
「DB Online」に掲載している「日立のデー
タベース」という連載記事の内容をまとめた
ものなんですけど、もともとの記事自体がか
なり怪しいタッチで書かれていますからね。

吉村　僕もさっきちらっと読んでみたんで
すが、怪しいタッチというよりは、明らかに
ふざけてますよね。まったく読むに耐えま
せん。僕が書いたんですが。

堀　「日立のデータベース」の連載を始めた
そもそものきっかけは、データベース製品
「HiRDB」の認知度をもっと上げるにはどう
すればいいか、石川さんと知恵を絞っていた
のがきっかけでした。

石川　そうそう。僕はずいぶん長い間、
HiRDBに情熱を注いでいるんですけど、海外
のデータベース製品に比べると、その存在価値
とか、存在意義とか、使っている人や作ってい
る人の“こだわり”は、あまり広く知られてい
なかった。でも日立って、それこそメインフレ

ームの時代からずっとデータベース製品の開
発に取り組み続けていて、今だってHiRDBだ
けに限らずいろんなデータベース製品を作り
続けているんです。なので、「日立はデータベ
ースベンダーなんだ！」ということを、世の中
に強くアピールしたかったんでね。

吉村　僕も、日立は冷蔵庫と洗濯機しか作っ
てない会社なんだと思ってました。

石川　嘘をつかないでください。

吉村　あっ、あとエアコンも。

堀　で、そんなことを石川さんと話してたと
きに、ちょうどDB Onlineの編集者の方か
ら、国産のデータベース技術について紹介す
る企画を考えているという話を聞いて、「じ
ゃあぜひ一緒にやりましょう！」となって、
「日立のデータベース」の連載が始まったん
ですよね。

吉村　で、連載を始めるに当たって、どう
せなら軽いタッチの文章で日立の「お堅い」
イメージを払拭できればと思ったんですが
……。

堀　ちょっと軽すぎましたよね（笑）

吉村　こんなふざけた調子で書いちゃって、
「日立を出入り禁止になっちゃうかも」「もう
一生、日立の電子レンジは買えないかも」っ
て、実はちょっとびくびくしてました。

石川　家電からはいい加減離れてください！

　本冊子を手に取っていただき、ありがとうございます。表紙からして、何だか
不思議な雰囲気が漂っていて、「一体何だこれは？」と思った方も多いかと思いま
すが、実は中身は「日立のデータベース」という、とってもとっても真面目なテー
マを扱っています。
　…「嘘だろう？」
　そんな声も聞こえてきそうですが、本当です。いや、ひょっとしたら半分ぐらい
は嘘かもしれません。というのは、扱っているテーマ自体は真面目なのですが、扱
い方が不真面目というか…いや、真面目に不真面目を追求した結果というか…
　実は、この冊子に載っているコンテンツは、翔泳社が運営するWebメディア
「DB Online（http://enterprisezine.jp/dbonline/）」に掲載されている連載記事
「日立のデータベース」がベースになっています。
　もともとこの連載は、日立が扱っているデータベース関連の技術や製品を、読
者にもっと身近に感じてもらえるよう、なるべく分かりやすい形で伝えられれば
というコンセプトでスタートしました。日立という会社も、またデータベースと
いう技術も、どちらかというと「お堅い」イメージが強いので、そうしたイメージ
を一新していこうと、著者と編集者がおもしろおかしく書き立てた結果……どう
も行きすぎてしまったようです。
　その甲斐あってか（？）、本冊子は、日立にもデータベースにも興味がない方で
あっても楽しんで読める内容になっているはずです。また日立の製品に限らず、
データベース技術一般についても楽しく学べる内容になっていますので、ぜひ気
軽に目を通していただければ幸いです。

　では、「日立のデータベース」の世界へようこそ！
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石川太一
日立のデータベース製品の開発とテクニカル
サポートに従事し、現在はマーケティングを
担当。国産技術の普及に情熱を燃やす！

吉村哲樹
IT 系 Web メディアで編集者を務めた後、現在

はフリーライターとして活動中。本冊子ではふ

ざけていますが、真面目な技術記事も得意です
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　でも普通の調子で、ただデータベース製品
の機能を紹介するだけの記事じゃあ、目的を
果たせない。だからこの連載では、製品の裏
側にいる「人」に光を当てたかったんです。
なので、むしろ柔らかいタッチの方が良かっ
たんです。

堀　あと、社内の反響がすごかった！

石川　そうそう！　この連載で、日立が作っ
てきたさまざまなデータベース製品に1つず
つスポットライトを当てて紹介していった
ら、社内でも各製品のプレゼンスが高まっ

て、各部門の心が 1つにまとまった感じです
よ。一緒にまとまって社外イベントに出展し
たりもしましたね。それまでは、どちらかと
いうと各製品部門ごとにばらばらに動いてい
たのが、この連載をきっかけに「日立のデー
タベースは 1つ！」というふうにまとまって
きましたよ。

吉村　おお、すごい！

石川　初めはHiRDBの認知度向上から始ま
った小さなムーブメントが、徐々にほかのデ
ータベース製品も巻き込んでいって、今や社
内から「この連載いいね！うちも出せないか
な？」という声が出るようになりました。堀
さんと一緒に作り上げた草の根プロジェクト
が実を結んだ感じですよね！！

堀　そうですね！そして、純粋に読み物とし
てもとても面白いので、肩肘張らずに軽い気
持ちで読み進めていってほしいですね！

「データベース
ベンダーの日立」
って何かしっくり
来ない…

　「データベースベンダー」と聞
いて、皆さんはどんな会社のこと
を思い浮かべるだろうか？　恐
らくは、真っ先に挙がるのがオラ
クル、マイクロソフトあたり、次
にDB2を提供している IBM、
TeradataやSybaseといったデ
ータウェアハウスのベンダー、最
近だとHANAで話題を集める
SAPあたりか……こうしてあら
ためて挙げてみると、どれも海外
の企業ばかりだ。

　「日立もデータベースベンダー
なんです！」
　こう反論するのは、日立製作所
（以下、日立）でデータベース開発
に従事する、同社 ソフトウェア本
部 DB設計部 主任技師の石川太
一さんだ。
「日立も、データベースベンダー
なんですよ！！」
　2回言った。2回言った。声も
大きい。そして熱い。日立のデー
タベースについて語る石川さんの
口調は、本当に熱い。その熱気に
押されるあまり、「そうだ、日立は
HiRDBを作っていたんだ」と思
い出す。でも失礼ながら、海外製
品に比べればあまり……。
　「HiRDBって、特殊でマイナー
な製品だと思っていませんか？」
　……スイマセン、そう思ってまし
た。でも実際、Oracle Database
やMicrosoft SQL Serverに 比

べれば、その名前を聞く機会は圧
倒的に少ないような。

 「確かに、海外ベンダーの製品が
全盛の今、なぜわざわざ自前でデ
ータベースを開発するのか、謎だ
と思ってる人も多いんですよね。
でも、データベースを自製してい
るのには、れっきとした理由があ
るんです。それに、作っているの
はHiRDBだけじゃないんですよ」
　そうか、そうだったのか。日立
はデータベースベンダーだったの
か。うーん……正直、まだしっく
り来ない。恐らくは、読者の皆さ
んの多くも、同じような印象を受
けるのではないだろうか？
　というわけで、本連載ではこれ
から何回かに分けて、「データベ
ースベンダーとしての日立」の姿
を、いろんな角度から検証してい
きたい。日立って、本当の本当に
データベースベンダーなの？

堀光孝
サーバ、ストレージ、ソフトウェアといった日立の
プラットフォーム製品のプロモーションを担当。
この連載でDB製品のディープな知識を蓄積中

データベースといえば、日立ですね。
え、日立ですか？日立って・・・
データベースやってる・・・っけ？
̶そんな皆さんにお届けする新連載
「日立のデータベース」。その名の通り、
日立のデータベースについて紹介していきます。
なんだか、いろいろあるみたいですよ！

ARTICLE 「日立もデータベースベンダー！」
̶マントラに導かれて1#

日立の
データ

ベース
をもっ

と

知って
もらい

たい！



65

　話は、1960年代まで遡る。当
時、国鉄（現JR）のみどりの窓口で
の発券は、すべて手作業で行われ
ていた。しかし、高度経済成長の
真っ只中、特急や夜行列車のニー
ズは急増。手作業による発券は、
完全に限界を迎えていた。そこで、
国鉄が日立と手を組んで挑んだの
が、世界初の座席予約システムの
開発だった。このシステム開発、
実に14年もの歳月が費やされた一
大プロジェクトとなった。その間
の技術者の汗と涙の物語が、プロ
ジェクトXで紹介されたのだ。
　この番組の内容は、DVD『プロ
ジェクトX 挑戦者たち 第VIII期 
100万座席への苦闘 “みどりの窓
口・世界初鉄道システム”』（NHK
エンタープライズ）で観ることが
できるので、興味のある方はぜひ
ご覧いただきたい。かーぜーのな
かのす～ばる～。
　おっとそうだ、データベースの
話をしていたのだった。実はこの
「みどりの窓口プロジェクト」にこ
そ、日立のデータベース開発の原
点があるのだという。このプロジ
ェクトの発足をきっかけにして、
日立は自社内に、世界初となるソ
フトウェア専門事業所「ソフトウ

ェア工場」を設立したのだ。
　今日の感覚からすると、メーカ
ーがソフトウェア専門の事業所を
設けるのはごく当たり前のように
感じるが、1960年代当時はコンピ
ュータといえばメインフレーム。
あくまでもハードウェアが主役で、
ソフトウェアはそのおまけという
位置付けにすぎなかった。そんな
当時から、ソフトウェア専門の事
業所を他社に先駆けて設立した日
立は、それ以降、メインフレーム用
ソフトウェアの開発にまい進する。
　この過程で、メインフレーム
用のデータベースソフトウェア
が次々と生まれることになるの
だ。1974年に生まれたのがネ
ットワーク構造型データベース
「PDM」と階層構造型データベー
ス「ADM」、1977年にはデータベ
ース機能を内蔵した金融証券向け
オンラインコントロールプログラ
ム「TMS-4V」をリリースする。
まだリレーショナルデータベース
が存在しなかった時代のことだ。
　そして 1980年代、リレーショ
ナルデータベース技術が世に初め
て登場すると、日立でも早速、大
規模システム向けリレーショナ
ルデータベース「XDM/RD」を

リリースする。現在、データベー
ス技術者なら誰もが知っている
SQLは、ちょうどこのころ世間
に登場したのだ。つまり日立は、
リレーショナルデータベースと
SQLの登場以前から、常にデー
タベース技術の最前線で製品開発
を続けてきたというわけだ。

オープンシステムの
台頭から
ビッグデータ時代へ

　さて、時は移って 1990年代。
IT業界には、UNIXワークステ
ーションによるオープン化とダ
ウンサイジングの嵐が吹き荒れ
る。そんな中、一気にメジャーの
舞台に踊り出たのが、皆さんおな
じみのオラクルだ。UNIX上で
動くRDBMS製品のデファクト
スタンダードとして、オラクルの
RDBMS製品は当時売れに売れ
た。この勢いには、メインフレー
ムビジネスで豊富な実績を持つ日
立でも 1993年からOracle7の
取り扱いを始める。
　ところが面白いことに、このこと
がきっかけで、日立は自社でオープ
ン系RDBMS製品を開発する決意
を固めることになったのだという。
　「当時のUNIXマシンは性能が
まだプアで、日立のお客さまの求
めるミッションクリティカル要件

に応えた（UNIX上の）データベ
ース作りは、メインフレーム時代
からの日立のノウハウを活かすべ
きと考え、開発したのがHiRDB
でした」（石川）
　なるほど、HiRDBはそんな出自
を持っていたのか。
　2000年代に入っても、日立は
次から次へとデータベース製品
を開発していく。2005年に開
発された組み込みデータベース
「Entier」は、カーナビに搭載さ
れるデータベースとしてはトップ
シェア（*1）を誇る製品で、現在で
はカーナビ以外にもさまざまな家
電や電子機器に組み込まれて利用
されているという。
　さらには2000年代後半、ク
ラウド・ビッグデータ時代に入っ
ても、日立は頑なにデータベース
の自製を止めない。それどころ
か、ますます開発に熱が入ってい
るようにすら見える。2008年
にはビッグデータのリアルタイ
ム監視にも使えるストリームデ
ータ処理基盤「uCosminexus 
Stream Data Platform」、2010
年にはHiRDB内のデータを分散
処理できるバッチジョブ分散実行
システム「uCosminexus Grid 
Processing Server」、そして
2012年にはインメモリ型分散
KVS「uCosminexus Elastic 
Application Data　store」を
リリース。さらに2012年5月に
は、従来比約 100倍（*2）のデー
タ検索性能を発揮する、国立大学
法人東京大学との共同で推進して
いる超高速データベースエンジン
の研究開発成果（*3）を次世代高

速データアクセス基盤「Hitachi 
Advanced Data Binder プラ
ットフォーム」という製品として、
発表したばかりだ。

頑なに
「国産・自製」に
こだわるわけとは？

　ここまで、日立がメインフレーム
時代から現在に至るまで、データベ
ース製品をひたすら自製し続けて
きた歴史をざっと振り返ってみた。
確かに、これだけの歴史を知ってし
まうと、日立がデータベースベンダ
ーだと認めざるを得ない。
　と、ここで石川さんが一言、
　「そもそも、なぜ日立がここま
で自社開発にこだわるのか、疑問
に思いませんか？」
　ギクリ。考えを先読みされてし
まった。でも、確かに海外製品を
持ってきて手っ取り早く組み合わ
せた方が、ビジネス的には効率が
いいような気も。
　「それでは不十分なんです！」
　スイマセン……。
　「私たちのミッションは、ITで
社会インフラを支えて、人々の夢
を現実に変えること。そのために
は、24時間365日動き続けるシス
テム、万一何か起こっても即座に
対応できるシステムが必要です。
日立が担うのは、そういうインフ

ラを支えるミッションクリティカ
ルなシステムです。そのために、
あくまでも国産と自製にこだわっ
ているのです。さらにいえば、国
産・自製へのこだわりは、100年
前の日立創業時から脈々と受け継
がれた文化なんです」
　100年前?!　何だか、えらくス
ケールの大きな話になってきた。
もはやプロジェクトXどころの
話ではない。
　と聞くと、何だか大げさな話に
聞こえてしまうが、「要は有機野
菜のように、『生産者の顔が見え
る』データベースということです
ね！」と石川氏は笑う。なるほど
なるほど、有機栽培か。では一
体、どんな人たちが日立のデータ
ベースを栽培、もとい開発してい
るのだろうか？　そもそも日立の
創業は、創業者の小平浪平氏が明
治末期から大正初期にかけ、日立
鉱山に当時としては国内最大級の
国産発電設備を建設したことに端
を発する。当時の発電設備はほと
んどが外国製だったところに、小
平氏はあくまでも国産技術にこだ
わり、国産発電インフラのパイオ
ニアとして日本の産業史に大きな
足跡を残した。この創業者の精神
が、今でも日立の国産・自製への
こだわりとして引き継がれている
のだという。
　というわけで次回は、日立のデ
ータベース開発の現場に突撃取材
を敢行して、開発者の生の声を紹
介してみたいと思う。石川さんに
よれば、「面白いキャラがいっぱ
いいますよー！」とのこと。大い
に楽しみだ。

メインフレーム
時代のデータベース
について知ろう！

（*3）これらの技術には内閣府が創設した最先端研究開発支援プログラムで採択された「超巨大データベース時代に向けた最高速データベースエンジンの開発と
当該エンジンを核とする戦略的社会サービスの実証・評価」（東大、日立）で技術開発された成果が反映されている。

（*1）日立ソリューションズ調べ。2010年時点での、カーナビでの地図データ管理用途で採用された組み込みシステム向けRDB製品として。
（*2）日立製作所調べ。解析系データベースに関する標準的なベンチマークを元に作成した、各種のデータ解析要求の実行性能を計測。
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日立のデータベース
開発基地に潜入……

　というわけで、今回は日立のデ
ータベース開発の現場にお邪魔
し、実際に日々製品開発に取り組
んでいるエンジニアの方々の素顔
を紹介してみたい。果たして、デ
ータベースを開発している人たち
とは、一体どんな人種なのか？
訪れたのは、日立のデータベース
開発の総本山、ITプラットフォー
ム事業本部　ソフトウェア開発本
部 DB設計部のオフィスがある
同社横浜事業所。広大な敷地の

中に数多くの社屋が立ち並ぶ中、
DB部が入っているのは今年6月
にオープンしたばかりの新築ピカ
ピカのビル。中に入ると、新築の
建物独特の匂いがまだほのかに漂
っている。
　まずは、2階にあるカフェスペ

ースに案内される。何と、えらく
スマートでカッコイイじゃああり
ませんか！　てっきり社食に毛が
生えた程度のものかと思いきや、
オシャレなインテリアが配置され
た本格的なカフェ。失礼だが、日
立のイメージとは若干かけ離れて

いるような……（本当に失礼だ、
スイマセン）。
　そこで早くも遭遇したのが、仕
事の合間にくつろぐ日立DB女
子の面々！　皆、日々データベー
スの設計・開発に奮闘する、日立
が誇るなでしこDB軍団だ。そ
うか、こんな可憐ななでしこたち
が、日立のデータベース開発を支
えているのか。実のところ、「ひ
ょっとしたら、えらくとんがった

DBマニアックの巣窟なのでは
……」と密かに戦々恐々としてい
たのだが、一気に緊張が和らぐ。
　DB女子たちに別れを告げ、次
に向かったのが、同じフロアに設
けられた料亭（？）のような来客ス
ペース「水無月荘」。「スペース」と
は書いたものの、入口には立派な
暖簾が掛かり、中に入ればまっさ
らな畳敷きの座敷部屋が幾つも並
んでいる、まさに料亭としかいい

ようがない空間だ。「社屋の中に
こんな施設が入っているとは、驚
きだな……」と辺りをきょろきょ
ろ見回していると、日本庭園風の
中庭で、ある人物を発見！
　和傘と畳椅子の組み合わせに何
の違和感もなく溶け込んでいるこ
の人物こそ、日立データベース開
発の生き字引とも言えるスーパー
エンジニア、山平耕作さんだ。一
説によると、SQLで日常会話が
できるとも噂される。早速、突撃
インタビューを試みた。
　─日立きってのSQLプロフェ
ッショナルだと伺っているのですが。
　山平さん　日立に入社してす
ぐ、初のリレーショナルデータベ
ース開発プロジェクトが立ち上が
って、そこに配属されました。ち
ょうど IBMが初めてSQLを実装
したリレーショナルデータベース
管理システムを発表したころで、
ISOやANSIによる標準化が行わ
れる前の話ですね。以来、ずっと
SQLとリレーショナルデータベー
スの仕事に関わってきました。現
在は、HiRDBのSQLエンジン開
発の取りまとめをやっています。
　─ ISOでのSQL標準規格の
策定活動にも深く関わって来られ
たとか。
　山平さん　国際会議の下部組織
として、情報処理学会が日本国内
の標準化委員会を運営していたの
ですが、そこに正式な委員の代理
として参加したのがきっかけでし
た。その後、JIS規格を策定する
委員会に委員として参加するよう
になり、SQLのJIS化対応などに
携わってきました。国際規格の不

ARTICLE 日立データベースの
「中の人」に会いに行こう！

日立のデータベースは、
「まるで有機栽培野菜のように」
作った人の顔が見えるのだという。
では、そこまで言うのであれば、
実際に見せてもらいましょうか！

2#
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具合を洗い出して、国際会議に付
託するような作業もやっていま
す。ちなみに国際会議の方には、
今では弊社の土田と小寺というエ
ンジニアが日本代表として参加し
ています。
　─では、もうSQLの仕様はす
べて頭の中に入ってるんですね！
　山平さん　いやいや、とんでも
ない！　あんな膨大な仕様がすべ
て頭の中に入ってる人なんて、世
界中探したっていませんよ！　で
もまあ、日本国内でSQLといえ
ば、一応小寺か私ということにな
るのかなあ……。
　─なるほど。ちなみに、プラ
イベートでは何か趣味を嗜んだり
されているのですか？
　山平さん　昔はよくカラオケに
行きましたねえ。一晩で48曲、
連続で35曲歌ったこともありま
したよ！
　─それはスゴイ！
　現在はイクメン期間中につき、
夜のカラオケ活動は休止中とのこ
とだが、子育ての苦労話を笑顔で
開けっぴろげに披露してくれる山

平さんの姿は、とても日本を代表
するスーパーSQLエンジニアに
は見えないのだった。

　さて、次はいよいよ、DB設計
部のオフィスフロアに潜入。

　ひ、広い！　めちゃくちゃ広い！
　そしてキレイ！　ところどころ
には休憩スペースやミーティング

机も設けられていて、いかにも落
ち着いて仕事に専念できそうな快
適空間だ。
　ここで、忙しい業務時間中にも
かかわらず突撃インタビューに応
じてもらったのが、DB設計部で
HiRDB開発プロジェクトのプロ
ダクトマネージャーを務める熊谷
さんだ。
　─これまでずっと、HiRDBの
開発に携わってこられたのですか？
　熊谷さん　そうですね。今年で
日立に入社して 12年目なのです
が、2年目からずっとHiRDBの
開発プロジェクトで仕事をしてい
ます。
　─普段の開発業務では、どの
ような点に苦労されていますか？
　熊谷さん　これはHiRDBに限
らず日立製品全般に言えることな
のですが、新しいバージョンの製
品を出す際、過去バージョンとの
互換性を非常に大事にしています。
お客さまの環境でデータベースを
新しいバージョンのものに入れ替
えても、アプリケーションがその
まま動き続けることを保証するわ
けです。これは、お客さまからは
非常に高く評価いただいていると
ころなのですが、開発やテストを
行う側としてはどうしても過去の
しがらみにとらわれる部分もある
ので、苦労することが多いですね。

　─逆に、HiRDBの開発なら
ではの楽しみや醍醐味はどんなと
ころにあるのでしょうか？
　熊谷さん　やはり、国内でデー
タベース製品を一から作っている
ところはそうそうないので、デー
タベースについて隅から隅まで知
り尽くすことができる点が醍醐味
だと思います。データベースには
コンパイラ的な要素やトランザク
ション管理、あるいは通信と、さ
まざまな技術要素が含まれている
ので、技術者にとっては大きなチ
ャレンジになります。そのことに
誇りを感じながらやってますね。
　─お客さまから言われて嬉し
かった一言などがあれば教えてい
ただけますか？
　熊谷さん　データベースは、
OSやストレージ、デバイスドラ
イバなど、さまざまな周辺コンポ
ーネントと連動しながら動作する
のですが、何かトラブルがあった
ときに弊社内のOS部門やストレ
ージ部門と連携して迅速に解決で
きたときには、お客さまから「さ
すが、日立のミドルウェアだね」
という言葉をいただいたこともあ
ります。
　─なるほど。複数ベンダー間
でたらい回しにせず、すべてワンス
トップでトラブルを解決できる点
は、日立ならではの強みだと言えま
すね。ありがとうございました。
　続いてインタビューに快く応
じてくれたのは、2012年6月に
リリースされたばかりの高速デ
ータアクセス基盤製品「Hitachi 
Advanced Data Binder プラッ
トフォーム（*1）」（以下、HADB）の

開発を担当する河井さん。HADB
は、日立と東京大学の共同研究で
生まれた高速データベースエンジ
ンの研究開発成果を製品化したも
ので、社会インフラを支える次世
代のビッグデータ処理基盤として
高い注目を集めている。
　ちなみに、事前に関係者から
「河井は『世界ふしぎ発見！』に出
てくる『スーパーひとし君人形』に
そっくりですよ！」と聞いていた
のだが、いざご本人を目の前にし
てみると……似てる！　メガネを
外して帽子を被れば、まさにスー
パーひとし君！
　─スーパーひとし君に似てい
るとお聞きしていたんですが……
ご自分的にはそう言われることに
不服だったりとかは……
　河井さん　いえいえ全然！　む
しろネタ的に面白いなと思ってま
すよ。実際、初対面の人にも「似
てますね」と言われることもある
ぐらいですからね！
　─（良かった！）ところで、今
までどのようなお仕事をされてき
たのですか？
　河井さん　日立に入社して今年
で7年目になるのですが、初めは組
み込みデータベース製品「Entier」
の開発プロジェクトを、次にメイ
ンフレームのデータベース開発を
担当しました。そして現在では、

HADBの開発プロジェクトでハ
ンドラ部分の開発を担当してま
す。担当製品は変われど、ずっと
データベース開発一筋ですね。
　─ HADBはかなり先進的な
製品ですから、開発でもいろいろ
苦労されたのでは。
　河井さん　最も苦労したのは、
どうやったらマルチコアCPUの
性能を最大限引き出すことができ
るか、という点でしたね。これは
技術的にかなり難しいテーマで、
現在多くの人が研究を行っている
のですが、私自身も開発に当たっ
て何カ月も論文を調査しましたね。
　─それは大変そうですね
……
　河井さん　でも逆に言えば、先
端技術に直接触れられる分、仕事
はとても楽しいですよ！　それ
に、HADBはまだ世に出たばか
りの製品ですが、これから皆さん
の社会生活をバックグラウンドで
支えることになるであろう「未来
の技術」の結晶ですから、その開
発に直接携われるというのは技術
者冥利に尽きますね。
　─なるほど、HADBの今後
に乞うご期待ということですね。
ありがとうございました。

データベースは
闘いだ！

HiRDBと
HADBの
開発キーマンに
突撃インタビュー！

（*1）内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超巨大データベース時代に向けた最高速データベースエンジンの開発と
当該エンジンを核とする戦略的社会サービスの実証・評価」（中心研究者：喜連川 東大教授／国立情報学研究所所長）の成果を利用
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　そして今回の職場訪問のトリを
飾るのは、DB設計部のドン、大
田原実部長へのインタビュー。お
仕事中、あつかましくも部長席の
前まで押し掛けて、いろいろなお
話を伺いました。
　─現在、DB設計部を率いる
立場にある大田原部長ですが、過
去にはどのようなお仕事をされて
きたのでしょうか？
　大田原部長　1983年に日立に
入社して以来、DB設計部一筋で、
今年でもう30年目になります
ね。当初は、メインフレーム上の
データベースの開発の仕事をして
いました。まだリレーショナル
データベースがなかった時代で、
「構造型」や「ネットワーク型」と呼
ばれるデータベースを作っていま
した。その後、「XDM/RD」とい
うメインフレーム用のリレーシ
ョナルデータベースが出てきて、
その開発に長く携わっていまし
た。現在のHiRDBの原型となっ
たデータベースですね。その後、
開発を少し離れて、「Entier」や
HADBも含めたすべてのデータ
ベース製品の開発プロジェクトを
見るようになりました。
　─まさに、データベース一筋
ですね。
　大田原部長　そうですね。昔か
ら「データベース屋はこだわりが

強くて、頭が固い」などと言われ
てきたのですが、私はこれは決し
て悪いことだとは思っていなく
て、むしろ逆に「データベースの
ことだったら絶対に任せてくれ」
と言えるようなこだわりと誇りを
持ってほしいとDB設計部のメン
バーには常々言っています。
　─ちなみに、お仕事をされる
上でのモットーのようなものはあ
りますか？
　大田原部長　うーん、なかなか
言いづらいことなんですが……
DB設計部って昔から「武闘家」と
呼ばれているんです。「日々闘っ
ている」ということですね。どう
いうことかと言いますと、OSは
たとえ問題が発生してもリブート
して復旧、通信も再送するという
対応がとれます。でもデータベー
スは、「壊れたらもう 1回作り直し
てください」では通用しない世界
なんです。なので私たちは、もし
お客さまのデータベースが壊れて
しまったら、たとえ製品自体の不
具合ではなくても、その復旧に全
力を尽くします。ときには復旧さ
せるのが技術的に難易度が高い場
合もあるのですが、それでも最後
まで決して諦めずにお客さまのデ
ータを守りたいと考えています。
これはまさに「日々闘い」です。
　─「データベースは闘いだ！」
ということですね！　ちなみに、お
仕事を離れた時間は、ご家族で過ご
されることが多いのでしょうか？
　大田原部長　そうですね。子ど
もが3人いるのですが、真ん中の
男の子が今小学6年生でテニスを
やっていて、先週末も試合があっ

たので観に行きました。一番下の
女の子は小学3年生で、空手を習
っています。ときどき大会や昇段
審査を観に行ったりしますね。
　─空手ですか！　親子共々、
闘っているわけですね！

　*　*　*　

　以上、日立のデータベースの
「中の人」についてお届けした。今
回登場していただいたのは、ごく
一部の方たちだが、現場の雰囲気
はある程度伝わったのではないだ
ろうか。
　現場の方々には、フランクに接
していただいたおかげで、こちら
も社会見学に来た子どものような
気分で、すっかり楽しんでしまっ
た。ほのぼのとした雰囲気の職場
なのかと思いきや、やはりそこは
ミッションクリティカルな基幹シ
ステムや社会インフラを支える日
立のデータベース製品だけあり、
裏では日々シビアな闘いが繰り広
げられているわけだ。
　きっと今この瞬間にも、日立
DB部のエンジニアたちは地球の
どこかで、顧客のデータを守るた
めに闘いを繰り広げているのにち
がいない。
　さて次回は、先日の「ITpro EXPO 
AWARD」で大賞を受賞してから、
問い合わせが殺到中らしいHADB
を掘り下げていきたいと思う。
　HiRDBという立派なRDBが
あるのにもかかわらず、なぜ同じ
リレーショナルデータベースを開
発したのか？その理由に迫っちゃ
いますよ！

堀　さて、「日立のデータベース」の第 1回と
第2回の内容を紹介したわけなんですが、こ
うしてあらためて読み返してみると、取材時
の記憶が走馬灯のように駆け巡りますね。

吉村　まるで死の間際みたいですね。だいじ
ょうぶですか。死ぬんですか？

堀　死にません！

石川　第1回では日立のデータベース開発の歴
史を振り返りました。あれ、日立の大先輩から
もえらく好評だったんです。かつて、先輩たち
が汗水たらしてやっていた偉業に、再びスポッ
トライトを当ててくれたということで。

堀　第1回の内容はその世代の方々にウケが
良かったんですね。

吉村　第2回の取材も面白かったですねえ。
開発現場のいろんなキャラの方に登場してい
ただいて……特に、和傘の下で山平さんが座
って待っていた姿は、夢に出てきそうなぐら
いインパクトあった！

石川　現場ではいろんな専門スキルを持った
人たちが日々頑張っているんですけど、普段
はなかなかスポットライトを浴びることがな
いんですよね。そういう人たちを取り上げる
ことで、僕も含め、現場のモチベーションも
随分上がりましたね。

堀　僕はプロモーションの仕事をやってい
るので、普段開発現場の人と交わる機会はあ
まりないんですけど、この連載の取材を通じ
て、「ああ、自分が想像していたよりも随分
と、皆生き生きしているんだなあ」と思いま
したね。

吉村　ひょっとして、牛乳瓶の底みたいなメ
ガネかけて、ブツブツ独り言つぶやきながら
一日中PCに向かってるようなイメージを持
ってました？

堀　牛乳瓶の底って……いつの時代の話です
か！　でも確かに、この連載に登場してきた
人たちは、皆さんモチベーションが高い人ば
かりでしたよね。実は、社内の各部署に取材
対応の人選を依頼するときに、「読者が目標
にしたいと感じるような人を選んでくださ
い」と頼んでいるんです。

吉村　読者モデルみたいな感じですか！　読
者エンジニア、略して「読エ」ですね。「読エ、
ちょー憧れる！」みたいな！

石川　ちょっとだけ黙っててください。・・・
で、記事を読んだ方から「○○さん、かっこ
いい！」といったファンレターをもらった
り、実は○○テレビから日立の広報経由で
TV出演のオファーまで来たりするほどウケ
が良くて・・・。本当にびっくりしましたよ。
たくさんの人に読まれてるんですね、DB 
Online。読者の皆さんには「こういう技術
者を目指したい！」というふうに、仕事のモ
チベーションをかきたててもらえればと思っ
ているんです。

こめんたり。その2

読者エ
ンジニ

アが

流行る
にちが

いない
…

みなさん
モチベーションが高い人たちばかりでした
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堀　ITに関しては、「欧米」の方に勢いがある
イメージで、それと比べると日本は、どこかち
ょっと元気がないって言われがちですからね。

吉村　そうですね、「データベースといえばオ
ラクル」というのが実際のところですもんね。

石川　そこで、この連載では、日本のもの作
りに誇りを持って、日々高いモチベーション
で頑張ってる人たちを紹介することで、日本
の IT産業全体の活性化に貢献できればとい
う思いもあるんです。

吉村　このあと、連載第3回と第4回の内容
を紹介していくんですけど、第3回に登場し
ていただいた島田さんという方も、モチベー
ションが高くて面白い方でしたねえ。

石川　あの人は、普段から本当に面白い！

吉村　あまりに面白いので、「島田さん（おも

しろい）」ってキャプションをつけたところ、
「（おもしろい）はつけなくてもわかります」
っていわれた！

堀　でも、結局そのまま掲載しましたけどね
（笑）

石川　島田さん以外の登場人物も面白い人た
ちばかりなので、ぜひ第3回と第4回にも目
を通してもらいたいですね。きっと皆さんが
目標にしたくなるような、モチベーションと
面白み溢れる技術者たちの熱意が伝わってく
るはずです！

「ビッグデータ？　もういいかげ
ん聞き飽きたよ！」
　駄々をこねてはいけません。書
いてる筆者だってそう思ってるの
だから……おっと、つい本音が漏
れてしまった。確かに、今や IT業
界では石を投げればビッグデータ
に当たる時代。もうそろそろビッ
グダディーに飽きが来ても不思議
ではない……ではなかった。今回
のお題は子沢山家族ではなく、デ
ータ沢山ソリューションのビッグ
データなのである。
　何でも、日立のビッグデータソ
リューションは、よそとはちょい
と一味違うとのことらしい。でも
大体、どこのベンダーもそう言う
んだよなあ。しかもウリが、「デー
タ・アナリティクス・マイスター」
（？）やら「『従来比100倍の性能』
を謳う新データベース製品」やら、
何だかちょっと怪しげだぞ。一体、

何をやろうとしているんだろう？
　というわけで、今回は日立のビ
ッグデータの「中の人」に直接会っ
て、この辺りのことをいろいろ聞
き出してみた。

「データ・
アナリティクス・
マイスター」
とは一体何者？

　今回「中の人」としてご登場いた
だくのは、以下の3名の方々。
　ソフトウェア開発本部 ビッグ
データソリューション部 主任技
師 島田敦史さん。
　ソフトウェア開発本部 ビッグデ

ータソリューション部 技師 古和
美由紀さん。
　ビジネスイノベーション本部 
先端ビジネス開発センタ 技師 四
ッ谷雅輝さん。
　島田さんと古和さんの所属先
は、その名の通りビッグデータの
ソリューションを専門に扱う部
署。そして四ッ谷さんが所属する
のは、所属メンバーにデータ・ア
ナリティクス・マイスターをずら
りと揃えた部署だ。もちろん四
ッ谷さんも、腕利きのデータ・ア
ナリティクス・マイスターの 1人。
うーん、憧れるなあ、データ・アナ
リティクス・マイスター。響きが
何かかっこいい。特に「マイスタ
ー」の辺りが。
　……いや、響きとかそういうこ
と以前に、そもそもデータ・アナ
リティクス・マイスターとは一体
何をやる人たちなのか、まずはそ

日立のデータベースに
まつわるもろもろのお話を
紹介していく本連載。
第3回目となる今回のお題は
「ビッグデータ」だ。

ARTICLE データ・アナリティクス・
マイスターのお仕事3#

日本
のエ
ンジ
ニア
を

応援
した
い！
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こから聞き出さねばなるまい。こ
れは日立独自の肩書きだそうだ
が、具体的にはどんなお仕事なの
だろうか？
　「一言で言えば、ビッグデータの
専門家といったところでしょうか。
お客さまから『ビッグデータ分析で
何ができるのか？』というざっくり
したご要望をいただいた際に、私
たちデータ・アナリティクス・マイ
スターがまず入って、ニーズをヒ
アリングしたりプレゼンをしたり
しながら、ビッグデータ分析で何
ができてどんな効果が引き出せる
かをお客さまと一緒に考えて提案
していきます。さらには、そうや
って立てた仮説が実際に有効かど
うかを検証し、実際のシステムに
落とし込んでいくところまでの一
連のプロセスをサービスとして提
供しています」（四ッ谷さん）
　このプロセスは具体的には、
「ビジョン構築」「活用シナリオ策
定」「実用化検証」「システム導入」
という4つのフェーズに分かれる
という。1つ目のビジョン構築の
フェーズでは、まずは「ビッグデ
ータの活用や分析で何を目指す
か」という大まかなビジョンを定
義して、次の活用シナリオ策定で
それを具体的な事業モデルに落と
し込み、具体的にどんな成果や価
値を挙げられるか明確化する。さ

らにそれを具体的なデータ分析手
法やシステムのレベルまで落とし
込んで検証してみるのが、次の実
用化検証フェーズ。そして、ここ
で実際に効果が得られることを確
認できれば、最終的にシステムの
構築へと至るわけだ。
　四ッ谷さんが所属する部署で
は、これら一連のプロセスを「デ
ータ・アナリティクス・マイスタ
ーサービス」というワンストップ
サービスとして顧客に提供して
いる。ちなみにこのサービス、
2012年6月に提供開始したばか
りなのだが、既に 100件以上の引
き合いを抱えているそう。うー
ん、ビッグデータって「何だか怪
しいバズワードっぽいなあ」とず
っと思っていたけど、現実には具
体的な動きが着々と進んでいたん
ですねえ。
　ちなみに現在、日立社内には
200人ほどのデータ・アナリティ
クス・マイスターがおり、それぞれ
が異なるデータ分析スキルを持っ
ているという（四ッ谷さんも学生時
代に多変量解析などの研究に携わ
っていたそう）。で、それぞれの案
件の性質や、顧客企業の業態やニ
ーズなどに応じて、最適なデータ
分析スキルを持ったマイスターた
ちがタッグを組んで事に当たる。
　……と、ここまで説明してもら
えれば、データ・アナリティクス・
マイスターなる職業がどんなもの
か何となくイメージが湧いてくる
のだが、お客さん先で「私はデー
タ・アナリティクス・マイスターで
す！」っていきなり名乗っても、
ぶっちゃけキョトンとされること

もあるのでは？
　「立場を説明するのが難しいで
すね。なので、分かりやすくする
ためにバッジを作ってみたんで
す」（四ッ谷さん）

　おお、かっこいいじゃないです
か！　得意分野もちゃんと書いて
あるし、これを付けて顧客先に行
けば、ウケること間違いなし！
　「いや、これは展示会で目立つ
ために作っただけで、さすがにお
客さんの前ではまだ付けたことな
いです（笑）」（四ッ谷さん）
　「マイスター」なんて名前が付いてる
から、気難しい職人集団なのかと思っ
てたら、何だか軽いノリで楽し気だぞ。

　

ビッグデータに
火をつけて、
そして消して

　さて、データ・アナリティクス・
マイスターについては何となく分
かった（気がする）。では、島田さ
んと古和さんが所属する「ビッグ
データソリューション部」とは、

一体何をするところなのだろう
か？　いやもちろん、ビッグデー
タについて何かやるところだとい
うのは大体想像が付くのだが、具
体的にはどんなお仕事をされてい
るのでしょうか、島田さん？
　「マイスターが掘り起こした
ビッグデータの案件を、実際に
製品を使って ITに落とし込んで
いくのが私たちの仕事です。ビ
ッグデータ関連の製品といって
も、データベースだけではなくて
Hadoopやストリーム基盤など
さまざまなものがあるのですが、
その中でも私と古和はデータベー
ス周りのソリューションを担当し
ています」
　なるほど。先ほど挙げた4つの
フェーズのうちの、「実用化検証」
と「システム導入」を主に担当して
いるわけですね。
　「私はどちらかというと、『デー
タベースを使ってこんなビッグデ
ータソリューションが実現できま
すよ！』という具合に、マイスタ
ーと一緒にお客さまに夢を語って
火を点ける役目ですかね。で古和
の方はというと、どちらかという
と火消し役（笑）」
　ん、火消し役とは一体どういう
ことでしょう、古和さん？
　「簡単な検証で効果が確認でき
た分析シナリオを、実際に製品を

使って本格的に検証してみるのが
私の主な役目です。夢を語るだけ
でなく、それを現実に落とし込ん
でいくわけです」
　そうかそうか、そういう意味で
の火消し役なのか。そこで島田さ
んが横から、「火だけでなく、いろ
んなものを消しますよ」と横槍。
　「島田さんそれ以上いった
ら・・・」（怖くなる古和さん）
　この二人の会話から、相当の修
羅場を潜り抜けてきたことが察せ
られますね……。でも逆に言え
ば、そこまで顧客先に深く入り込
んでいるということ？
　「夢を現実に変えるためには、
本番データベースに極力近い環境
で検証しないと説得力を持ちませ
んからね。そのためには、お客さ
まのデータの中身を理解できるよ
う、業務知識も勉強しなくてはい
けません。大変ですけど、いろん
な知識が増えて面白いですね」（古
和さん）
　顧客のデータベースの中身まで
踏み込むとは、かなり突っ込んだ
ことをされているんですね。業務
システムのデータベースなんて、
普通は絶対に門外不出だろうし。
　「検証用のデータを提供いただ
くまでがかなり大変ですし、よう
やく頂けたとしても、担当者の引
継ぎを繰り返すうちに、お客さま

も意外と中身を理解できてない場
合があるんですよね。アプリケー
ションの画面で表示されているも
のと、データベースの中に収まっ
ているデータの間にはギャップが
ありますから。それに、長い間つ
ぎはぎしながら使ってきたデータ
ベースやアプリケーションには、
どうしても造りに無理があること
も多いですね。なので、顧客企業
の IT部門としては、われわれのビ
ッグデータの提案を契機に、デー
タベースやアプリケーションを一
気に刷新したいという思いがある
ところも少なくないようです」（島
田さん）
　なーるほど！　企業の IT部門
がビッグデータに興味を持つ背
景には、そういう思惑もあるわ
けか。
　「そこで Hitachi Advanced 
Data Binder プラットフォーム
（*1）を提案すると、日立が新しく
開発したデータベース製品という
目新しさも相まって、多くの方が
興味を持ってくれます」（島田さん）
　ん？　ひょっとしてこれが、噂
の「日立が『自社従来比約 100倍
（*2）の性能を持つ』と紹介してい
る新データベース製品」なのか？

Hitachi Advanced 

Data Binder 

プラットフォームは
ビッグデータ用データ
ベースの「第 4極」

おだやかなマイスター、四ツ谷さん

バッチを作ってみた、とのこと

火をつける島田さん（おもしろい） 火を消す古和さん

（*2）　従来製品との比較。解析系データベースに関する標準的なベンチマークを元に作成した、各種のデータ解析要求の実行性能を計測。データ解析要求の種類によって
高速化率には差が見られるが、データベースにおいて特定の条件を満たす一定量のデータを絞り込んで解析を行うデータ解析要求を対象とした結果。

　（*1）　内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超巨大データベース 時代に向けた最高速データベースエンジンの開発と当該エンジンを
核とする戦略的社会サービスの実証・評価」（中心研究者： 喜連川　東大教授／国立情報学研究所所長）の成果を利用



1 81 7

　Hitachi Advanced Data 
Binder プラットフォームは、内
閣府が創設した「最先端研究開発
支援プログラム」の一環として、東
京大学と日立の共同プロジェクト
で開発された超高速データベース
エンジンに、高信頼・高性能な日立
サーバおよび日立ストレージを組
み合わせた製品だ。「非順序型実
行原理（*3）」という新技術により、
従来使い切れていなかったCPU
リソースやディスク I/Oリソース
を徹底的に活用することで、従来
型のデータベースエンジンと比べ
大幅なパフォーマンス向上を果た
したという。
　2012年6月に登場したばかり
の製品なのだが、特に大量データ
の分析用途においてスループット
向上の恩恵を受けられるため、日
立のビッグデータソリューション
において現在「一押し」の製品なの
だという。
　でも、今さら新しいリレーショ
ナルデータベース製品がぽんと出
てきても、筆者のような疑り深い
人間からしてみれば、何だかちょ
っと胡散臭く聞こえる。だって、
ビッグデータ分析用のデータベー
スといえば、今はやりのDWHア
プライアンスやインメモリデータ
ベース、カラムストア型データベ
ース辺りが定番。でも Hitachi 
Advanced Data Binder プラッ
トフォームは、これら3つの製品
ジャンルのどれにも属さない、い
わば「第4極」なのだという。
　うーん、本当だろうか……でも
日立の方々は、この製品に絶対の
自信を持っているよう。特に島田

さんの思いは、相当熱いようだ。
　「10年前にBIブームが到来し
たとき、正直言って日立は商談で
連戦連敗でした。でも今、その10
年前に負けた相手のシステムを見
てみるとガックリ来るぐらい遅
い！　これに比べれば、Hitachi 
Advanced Data Binder プラッ
トフォームはもう比べものになら
ないぐらい速い。これまで3分か
かっていた処理が、1秒で返ってく
る。今回のビッグデータでは、10
年前のリベンジを果たしてやろう
と思ってます」
　おお、熱い！　日立がビッグ
データ界に放つリーサル・ウェポ
ン！　でも一方で、世間では今、
Hadoopとかが大きく取りざたさ
れてますよね。
　「サーバ何百台並べてHadoop
で『どうだー！』って、確かに出来た
ときはかっこいいかもしれないけ
ど、でも初めだけ！　考えてもみて
くださいよ、それだけの数のサーバ
のお守りを続けるのが、どれほど大
変なことか！　もう、サーバの故障
対応だけでいっぱいいっぱいです
よ。全然かっこよくない！」
　ということは、この製品は
Hadoopのような並列分散処理方
式ではないということ？　ヒート
アップする島田さんの代わりに、
四ッ谷さんが答えてくれた。
　「 Hitachi Advanced Data　
Binder　プラットフォームはそ
もそも、1台のサーバだけでどれだ
け速くできるかを追及した製品で
す。ですからメンテナンス作業も
非常にシンプルですし、チューニ
ングも最小限で済むよう設計され

ていますから、高性能とともに低
TCOも実現できるんです」
　なるほど、それは確かに画期的
かもしれない。顧客からの注目度
はどんなもんでしょう？
　「国産ベンダーである日立が今、
全く新しいアーキテクチャで大量
のデータを処理するデータベース
製品を出したという1点だけでも、
興味を持っていただけますね。そ
れにビッグデータというキーワー
ドが絡むことで、さらに注目が高
まっています」（四ッ谷さん）
　日立ならではの「国産へのこだ
わり」が、ビッグデータの領域でも
生きているということですね。
　「日立にとって大量データの分析
は、何もビッグデータで始まった
わけではないんです。これまで国
産ベンダーとして、電力や交通と
いった大規模インフラの“実業”を
長く手掛ける中でさんざんやって
きたことですから」（四ッ谷さん）
　ビッグデータというと、何やら
流行の舶来品というイメージもあ
るけど、実は日立のような国産ベ
ンダーが昔から、脈々と技術を磨
いてきたんですねえ、知りません
でした。まだまだ「ビッグデータ、
もう飽きたあ！」なんて言ってる
場合じゃないですね……反省。
　さて、これまで日立の中の人に
たくさんお話を伺ってきたので、
次回は目線を変えて日立の外の人
であるパートナー企業の方にお話
を伺ってみようと思います。「お
もてなしの国、日本」で作り続けて
いる日立データベースのどこを気
に入って使っているのか？次回も
おもしろそうな話が聞けそうだ。

日立のデータベース
を使ってる人、
手を挙げて！

　やっぱり、作ってる側や売って
る側だけじゃなくて、実際にお金
を払って使っている側の人の話
も聞いてみないと、製品やサービ
スの本当の評価は見えてこない
よね。というわけで、今回ご登場
いただくのは、株式会社DTS（以
下、DTS）で日立のリレーショナ
ルデータベース製品「HiRDB」を
使った製品開発に従事している須
田修司さん。
　ちなみにDTSは、SIerとして

非常に幅広い領域のSI案件を手
掛けるほか、自社開発パッケージ
のビジネスも広く展開している。
中でも、数多くのユーザーを獲得
しているBIツール「データスタジ
オ@WEB」は同社の看板商品の
1つで、須田さんはこの製品の技
術部門を取りまとめるマネジャー
の立場にある方だ。
　BIツールとHiRDBというのは、
一見すると意外な組み合わせにも
見える。何せHiRDBと言えば、基
幹システムのSIでごりごりに設
計・チューニングして使うデータベ
ースという印象が強い。BIツール
との食べ合わせは、あまり良くな
さそうにも思えるのだけど。
　「データスタジオ@WEBは、
ANSI SQLに準拠していて、か
つ JCBCもしくはODBCで接
続可能なリレーショナルデータ
ベース製品であれば、基本的に

どんなものでも利用できるんで
す。なので、Oracle Databaseや
SQL Server以外にも、HiRDBや
DB2、Sybase IQ、Netezza な
どといった幅広いデータベース製
品をサポートしています。」（須田
さん）
　おー、そうなんですね。じゃ
あ、HiRDBを使ってるユーザー
さんも結構いるんですね。
　「かつて、HiRDBを基幹システ
ムで使っている企業さんにデータ
スタジオ@WEBを導入したと
きには、HiRDBのSQLの文法の
癖やJDBCドライバのバージョ
ンなどで問題が発生して、随分苦
労した思い出があります……」
　ありゃ、HiRDB、ダメじゃない
ですか！　やっぱりHiRDBっ
て、一部のデータベースマニアの
ための「一見さん、お断り！」みた
いな敷居の高い製品なのでは？

（*3）喜連川　東大教授／国立情報学研究所所長・合田特任准教授（国立大学法人 東京大学）が考案した原理

過去3回は、主に日立の社内で
データベースの仕事に携わる方々を対象に話を
聞いてきたのだが、そろそろ飽きてきた……
いや、決してそういうわけではなくて、
今回はちょっと趣向を変えて、
日立のデータベースを使う側の立場にある
ユーザー企業の方に話を聞いてみた。

ARTICLE 日立データベースのユーザーさんに
直接話を聞いてみた4#
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　「そのとき日立のサポートセン
ターにいろいろ問い合わせたので
すが、直接保守契約を結んでいる
わけでもないSIerのわれわれに
対しても、実に懇切丁寧にサポー
トしてくれたんです。そのおかげ
で導入プロジェクトも成功裡に終
えることができました。私自身は
そのとき初めてHiRDBと関わっ
たのですが、この手厚いサポート
がとにかく印象に残っています」
　なるほど。レストランやバーに
例えて言えば、一見すると何だか
入りずらそうな店構えなのに、一
度勇気を振り絞って入ってみたら
めちゃくちゃ居心地が良かった、
みたいな感じか（ちょっと違うか
……）。

「データスタジオ@

WEB」の組み込み
データベースとして
HiRDBを採用

　そんなDTSとHiRDBとの関
わり合いだが、2012年からはさ
らに一層その関係が深くなった
という。ここまで紹介してきた
のは、データスタジオ@WEB
の接続先のデータベースとし
てHiRDBを使うケース。でも
2012年4月からは、データスタ
ジオ@WEBの内部にHiRDBを
組み込むための開発プロジェクト
が進行しているそうだ。

　この内部に組み込むデータベー
スというのは、いわゆる「リポジ
トリデータベース」というやつで、
クエリや書式情報、認証のための
ユーザー情報といった、つまりデ
ータスタジオ@WEBの内部で
管理する情報を扱うデータベース
のことだ。アプリケーションの組
み込みデータベースだと、「SQL 
Anywhere」や「Btrieve」（ 現
「Pervasive PSQL」）、最 近 で
は Oracle Database や SQL 
Serverの組み込み用バージョン
などがよく知られている。
　そんなデータスタジオ@WEB
も、とある組み込みデータベース
を長く使ってきた。ではなぜ、使
い続けてきたデータベースから、
今になってHiRDBをラインアッ
プに加えるのかというのか？
　「今まで使っていたデータベー
スは、組み込み用としては非常に
扱いやすくて取り回しが良く、デ
ータスタジオ@WEBの初代バ
ージョンからリポジトリデータベ

ースのエンジンに採用してきまし
た。しかし、近年のM&Aなどの
事業再編が進む中で、この先も安
心して製品を使い続けられる環境
が揺らぎつつある状況でした。そ
こでこれから先、従来製品だけを
使い続けていくかどうかを、検討
してみることにしたのです」
　この検討をしているちょうどそ
のとき、須田さんの耳元で、誰か
がこう囁く声があったとかなかっ
たとか。「HiRDB、どうですか？
HiRDB、組み込みでもイケます
よ……」。実はちょうどそのころ、
DTSは日立とパートナーシップ
を組んで、幾つかの共同開発プロ
ジェクトを進めていたところだっ
たのだ。この両社のパートナーシ
ップの一環として、日立のデータ
ベース担当者からHiRDBの組み
込み版を紹介してもらったのだと
いう。
　ちなみに、今「え、HiRDBって
組み込み版もあるの？」と思わず
声を上げてしまったあなた、実は

あるんです！　筆者もまったく知
らなかったんですけどね。
　これは須田さんらデータスタ
ジオ@WEBの開発チームにと
っては、まさに渡りに船。そし
て須田さんの脳裏には、かつて
HiRDBを扱ったときに体験し
た、日立のあの手厚いサポート
サービスの記憶がよみがえる。
「おお、HiRDBよ、もう俺には
HiRDBしかない……」。HiRDB
の魔力に吸い寄せられるように
フラフラと……いや、沈着冷静な
須田さん、そんなに軽くはあり
ません。それどころか、当初は
HiRDBの採用に少し難色を示し
たそう。
　「前の製品は本当に手間いらず
で、ポン付けですぐ動いちゃうよ
うな製品でした。でもそれに比べ
てHiRDBは、ミッションクリテ
ィカルな基幹システム用に、しっ
かり設計して組み上げていくデー
タベースだという印象を持ってい
ましたから、お手軽な組み込みデ
ータベースというイメージは持っ
ていませんでした。なので当初は
正直、『うーん、どうかな』と思い
ましたね」
　ところがどっこい、ここから日
立は一気に形勢を逆転！　DTS
は結局、データスタジオ@WEB
次期バージョンのリポジトリデ
ータベースのエンジンとして、
HiRDBの採用を決めることにな
るのだ。ここで決め手となったの
が、日立ならではの「熱い○○」。
　「○○じゃ分からん！」という
方。至極ごもっともです。でも、
最後まで読み進めれば分かるは

ず、きっと、多分……。

　さて、ではここで○○の謎を
解くために、データスタジオ@
WEBにHiRDBを組み込むに当
たって、日立が行ったことを以下
に幾つか挙げてみよう。
　・日立社内でプロジェクトを立
ち上げ、専任のエンジニアをアサ
イン
　・HiRDBを組み込むために必
要な作業リストと作業計画の作成
　・エンジニアの教育のためのト
レーニングの提供
　・アプリケーション側の要件
ヒアリングや、それに対応する
HiRDBのパラメータ設定の提案
など、頻繁な合同レビュー
　・「いつでも駆け付けまっせ！」
のオンサイトサポート
　・その他もろもろ……
　これだけ至れり尽くせりの支援
サービス、さぞや高額なサポート
費用が掛かったのかと思いきや、
ここだけの話、想定外にリーズナ
ブルだったとか！　おまけに、組
込版HiRDBのライセンス価格も
前の製品と同等だったそうで。お
いおい、日立はこれで本当に儲け
が出るのか？　ただ念のため付け

加えておくと、今回のDTSのケー
スのように、初めてHiRDBを導入
する場合に限っては、例えばエン
ジニアの教育プログラムを無償で
提供し、ユーザー企業の中でまず
はHiRDBの専門家を育成しても
らうこともままあるのだという。
　これがもし外資系ベンダーで
あれば、「別途サポート費用をい
ただきます」「有償トレーニング
を受けてください」「サポートの
責任範囲はここからここまで」み
たいな感じになるところだろう
が、日立のサポートはこれとは対
照的に、「何でもやりまっせ！」
「お代は気にせんといて！」（なん
で関西弁やねん）。
　こうした、ある意味「捨て身」の
サポートのおかげで、当初は前
製品との仕様の違い、特に事前
の設計を入念に行う必要がある
HiRDBの仕様に戸惑いを見せて
いたDTSのエンジニアたちも、比
較的すんなり慣れていったという。
　「製品ベンダーにここまで懇切
丁寧にサポートしてもらったのは、
初めての経験でした。サポートと
いうよりは、われわれと一緒に製
品を開発してもらったと言った方
が正確かもしれません。本当に熱
いサポートでした」（須田さん）
　須田さんは、話の端々でこの「熱
いサポート」という表現を差し挟
む。さぞかし暑苦しい、もとい熱
心なサポートだったのだろう。そ
の甲斐あってか、HiRDBを組み込
んだ次期データスタジオ@WEB
の開発は順調に進み、本稿執筆時
点（2013年 1月）では、別のOS環
境への移植も進んでいるという。

採用の決め手は
日立ならではの
「熱い○○」

「HiRDB、組み込みでもイケますよ・・・」と、耳元でつぶやく声があったとか、なかったとか
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　もちろん、DTSはただ単にサ
ポートが熱血だったからHiRDB
を採用したというわけではない。
組み込み専用に開発されたデー
タベースエンジンに比べれば、
HiRDBはもともとミッションク
リティカルな基幹系システム向け
に開発された製品だけあり、信頼
性やスケーラビリティの面では桁
違いのスペックを持つ。そのた
め、「今まで、デフォルトの組み込
みデータベースエンジンでは対応
できなかった大規模な環境でも、
HiRDBなら問題なく対応できる
ようになる」（須田さん）という。

　と、それにも増して須田さんが
強調するのが、開発元ベンダーの
「会社としての安定性」だ。
　「日立のような国内の大手メー
カーなら、モノを扱っているとき
の安心感が全然違いますね。あ
る日突然に、契約内容が変わった
り、企業が買収されてしまったり
というような心配事が少なくて済
みますから」
　これって、パッケージ製品を使
った開発ではどうしても避けられ
ないリスクだし、実際に痛い目に
遭ってる人もホント多い。こうし
たリスクを極小化するために国産
ベンダーの製品を選ぶというの
は、リスクヘッジという点では合
理的な選択肢なのかもしれない。
　ちなみにDTSは、以前から自
社ビジネスにおいても「国産」への
こだわりがとても強いのだそう。
　「文化的背景の違いもあり、外
資系ベンダーのBIツールで『どこ
をどう触ればいいのか、すぐに見
当が付かない』と仰るユーザーも
います。その点、データスタジオ
@WEBは一から日本人が設計・
開発しているので、日本のユーザ
ーが自然と入っていけるような使

いやすさがあります。こうした国
産製品ならではの良さや技術力の
高さは、国内のユーザーにはもち
ろんのことですが、今後は海外に
ももっとアピールしていければい
いなと考えています」
　そういう意味だと、これまでは
その内部に外資系製品を抱え込
んでいたデータスタジオ@WEB
も、HiRDB版をラインアップし
たことで晴れて「純国産」製品が
登場したわけだ。こうした日の
丸 IT製品が、いずれは世界で脚光
を浴びる日が来るのだろうか。い
や、ぜひ近い将来に来てほしい！
　さて、これまで日立のデータベ
ース開発者(中の人）、そしてユー
ザ (外の人）からの評価を聞いて
きた。しかし、ここまでを振り返
ってみると、日立は似たようなデ
ータベース製品を複数ラインナッ
プしているようにも見える。これ
までの記事でも、日立が2つのリ
レーショナルデータベースを提供
しているのを紹介してきたが、そ
の違いがイマイチ見えてこない。
そこを聞いておかないとマズイっ
てことで、次回はこの辺りを掘り
下げてみるぞ！
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　さて、いかがだったでしょうか。えっ？　くだらないギャグやダジャレが邪魔？
ふざけずに真面目に書いてほしい？　申し訳ありません、著者の不徳の致すと
ころでございます。今後は、皆さんにより楽しんでいただけるよう、さらにダジ
ャレセンスを磨いて……ではなく、読者の皆さんからいただいた声を反映して、
より良質なコンテンツをお届けできるよう精進してまいる所存です。
　ただ、連載第1回にもあった通り、日立が実は国内屈指のデータベースベンダー
であることが、なんとなくお分かりいただけたのではないでしょうか。
現在、データベースをはじめとする IT製品は、海外ベンダー製のものが市場を席
巻しています。そんな中、国産ベンダーだって実はこんなに優れた製品を提供し
ていることをより多くの方に知っていただき、ひいては日本の IT業界全体を盛り
上げていくお手伝いができればと、関係者一同考えております（ここ、ふざけてま
せんよ、大真面目ですからね）。
　そしてもう 1つ、「日立のデータベース」で掲げているコンセプトが、「“人”に焦
点を当てる」ということです。本冊子に収められた記事を読んでいただければお
分かりの通り、登場する技術者の方々は、皆モチベーションが高く、熱い思いを持
って仕事に取り組んでいる方ばかりです。こうした現場の方々の働きぶりを紹介
することで、日本の IT技術者の方々のモチベーション向上と、ひいては業界全体
を元気にするお手伝いができれば、IT業界の末席に身を置く者としてこれに勝る
喜びはありません。
　最後に、「日立のデータベース」の取材にご協力いただいた日立の皆さん、そして
パートナー企業の皆さん、本当にありがとうございました。著者の、ときにぶしつ
けで失礼な質問や、無知丸出しの疑問にも嫌な顔ひとつせずに丁寧に答えていただ
いたおかげで、この冊子が完成しました。この場を借りて深く御礼申し上げます。

2013年8月吉日　吉村哲樹

製品の信頼性だけで
なく開発元企業の
安定性も重視

「ここまで懇切丁寧にサポートしてもらった
のは、初めての経験でした」

須田さん、忌憚なきユーザーサイドのご意見、ありがとうございました！

おわりに


